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技師長 中村伸治 

 

活動状況 

画像診断部の業務として一般撮影をオルソリハ病院担当技師１名が行っています。 

2022 年の一般撮影件数の内訳は外来 16.8％、入院 83.2％で合計 2596 件です。昨年と比べ

ると 260 件少なくなっています。（図 1）（図 2）外来、入院ともに撮影件数が少なくなってい

ます。コロナ感染症のためと思われます。患者さんの撮影ごとに清拭を行い、感染をしないさ

せないよう気を付けました。始業・終業点検を毎日、年 1回のメーカー点検のおかげか、X線

発生装置、フラットパネルの大きな故障はありませんでした。 

フラットパネル 2 台を使用して鮮明なデジタル画像を提供しています。フラットパネルは

2008年から使用していて、2022年の 9月以降故障した際の部品が調達できない可能性があり

ます。買い替えの必要があります。備品チェック表を用いて機器の安全、性能維持、安定した

画像提供に努めています。放射線管理では撮影室の漏えい線量の測定を年２回行なっています。 
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【図１】オルソリハビリテーション病院

5年間のＸ線撮影件数推移

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
10

月

11

月

12

月

外来件数 55 20 55 33 52 36 30 32 34 25 27 37

入院件数 202 157 137 158 174 195 172 163 189 195 207 211
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【図２】 月別件数


